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◆市民憲章◆

会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましょう

　（昭和41年4月1日制定）
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野
山
の
緑
は
、
郷
士
の
保
全
、
水
資

源
の
か
ん
養
な
ど
に
た
い
せ
つ
な
役
割

を
も
ち
、
街
の
緑
は
空
気
の
浄
化
、
騒

音
の
防
止
、
憩
い
の
場
な
ど
に
欠
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
温
暖
で
雨
量
の
多
い
気
象
条
件
を
も

つ
目
論
市
は
、
植
物
も
豊
富
で
私
た
ち

の
生
活
環
境
を
守
り
、
私
た
ち
に
う
る

お
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
野
山
の
緑
、
街
の
緑
が
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片

つ
・
と
じ
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
た
い
せ
つ
な
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
も
ご
承

知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
改
め
て

見
直
し
、
私
た
ち
の
手
で
緑
と
花
を
育

て
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
郷
止
づ
く
り
に

努
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
三
月
一
日
差
ら
四
月
三
十
臼
ま
で

「
県
民
緑
化
推
進
運
動
」
が
全
県
的
に

行
わ
れ
ま
す
。
こ
と
し
の
テ
ー
マ
は

“
育
て
よ
う
緑
と
花
の
あ
る
郷
土
”
。

餐

．
覚

ノ

　
市
で
も
こ
の
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て

“
苗
木
の
無
料
配
布
”
を
三
月
七
日
午

後
、
上
町
と
江
良
公
園
の
＝
か
所
で
行

い
ま
し
た
。
配
布
し
た
の
は
、
市
の
木

に
指
定
し
て
い
る
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど

の
苗
木
約
二
本
。

　
配
布
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
市
民
が

つ
め
か
け
、
苗
木
を
手
に
手
に
、
緑
の

少
年
団
が
行
う
緑
の
羽
根
募
金
に
も
心

よ
く
応
じ
て
い
ま
し
た
。

鐸
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卿鷺舞趨
3月7日の苗木無料配布（上町）

ヒ｝・．

　（56fr　3　月　 l　l1ユ漏しf’1　）

リ｝　　28。168ノ父　　　　45入、」1酌

女　　30，805入、　　　／11八1曽

rl卜　　58，973入　　　　86八封弁

1日ン吊；数　　18，243　　　31∫曽

二身鮒
ジ

匹

3べ・　ジ…21日から

　　　　　　　　　新明’名に

4ぺ・　ジ…春ぴ）全匡【

　　　　　　　交通安全運動

5べ1．　ジ…親f一でf乍ろう

　　　　　　　　⊇楽しい1＝f乍

6ペー．ジ…おしら．ぜ

・
畠
一
一
一
．
・
一
一
一
一
冑
・
呂
：
冒
・
畠
一
一
一
三
…
言
．
一
…
冒
三
一
一
幽
一
．
，
一
3
一
冑
．
昌
≡
。
．
一
3
一
雪
．
：
一
一
一
．
3
一
一
3
．
畠
一
…
．
§
：
．
8
…
曹
．
畠
：
・
．
畠
＝
一
－
，
一
≡
曽
．
畠
≡
．
．
一
≡
一
一
，
．
●
＝
言
一
≡
＝
．
一
一
璽
：
．
呂
…
7
昌
一
…
．
．
3
一
号
．
昌
一
3
．
島
一
薦

　
　
四
月
レ
目
か
・
5
、
、
恒
例
の
　
　
れ
圭
し
た
「
ま
さ
に
全
地
球
的
，

　
－
婦
入
週
間
匡
が
始
圭
り
圭
す
．
　
　
な
淵
叢
か
ら
”
婦
八
パ
ワ
ー
”

　
　
婦
八
週
間
は
、
わ
が
国
で
、
　
　
を
生
か
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る

　
婦
八
が
参
政
権
を
行
使
し
た
四
　
　
ヒ
い
り
て
い
い
で
し
ょ
う
．

　
月
卜
日
を
記
念
し
て
、
こ
の
日
　
　
　
確
か
に
、
わ
が
国
で
も
男
と

　
に
始
圭
る
．
週
間
を
女
性
の
地
　
　
か
女
と
か
い
う
意
識
に
つ
い
て

　
位
向
」
を
め
ざ
す
た
め
の
特
別
　
　
の
差
別
や
固
定
観
念
は
薄
れ
つ

　
活
動
と
し
て
昭
和
．
．
卜
四
年
置
　
　
つ
あ
り
ま
す
．
r
育
て
も
、
女

　
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
と
し
　
　
性
だ
け
に
圭
か
せ
な
い
で
た
婦

　
で
、
．
．
卜
．
．
．
回
め
を
迎
え
圭
し
た
．
　
　
で
協
力
し
へ
鎧
い
、
最
近
で
は
、

　
　
こ
と
し
は
、
昭
和
．
．
卜
．
年
　
　
出
勤
前
に
．
r
ビ
も
を
保
育
園
や

　
に
わ
が
国
で
初
め
て
女
性
が
選
　
　
幼
稚
園
に
送
り
届
け
る
若
い
父

　
挙
の
投
票
を
行
っ
て
か
ら
．
．
．
卜
　
　
親
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

　
κ
周
年
に
当
り
、
さ
・
5
、
に
国
際
　
　
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
　
．
〃

　
婦
人
年
に
続
く
聖
国
連
婦
　
　
　
　
　
　
で
は
男
女
が
真
に
唱
等
だ

　
八
隅
の
ト
・
年
－
［
の
後
転
「
…
期
に
　
　
0
　
　

と
は
言
い
切
一
れ
な
い
、
さ

念
年
で
も
あ
り
手
。
力
ま
ざ
素
現
実
が
あ
呈

　
　
二
の
よ
う
な
意
味
か
ら
・
参
先

・
と
あ
・
↓
は
、
昨
同
た
い
せ
つ
な
．
！
は
、

融
翻
獅
麓
鱗
共
顕
者
陛
下
轄

す
め
る
を
・
歩
進
め
て
・
の
た
す
責
任
と
役
割
は
娑

－
あ
・
ゆ
・
分
野
へ
の
男
女
が
毒
に
彫
り
て
…

諮
補
惨
五
一
と
な
．
男
窮
痘
碁
尻
紀

　
　
咋
年
開
か
れ
た
－
国
連
　
　
　
　
　
　
ん
に
踏
圭
え
て
、
家
庭
で

　
婦
八
の
ト
年
・
．
几
八
O
年
世
　
　
も
、
職
場
で
も
、
地
域
祉
会
で

　
界
会
議
　
で
、
わ
が
国
を
は
じ
　
　
も
、
男
女
が
共
に
協
力
し
合
い

　
め
匿
界
の
多
く
の
国
々
が
、
婦
　
　
助
け
へ
日
い
、
参
「
陣
し
合
っ
て
こ

　
入
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
　
　
ぞ
、
は
じ
め
て
の
爽
の
男
女
平

　
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」
　
　
等
の
世
の
中
に
な
り
、
　
”
女
性

　
に
署
名
し
ま
し
た
。
司
吟
に
、
　
　
パ
ワ
ー
’
も
多
い
に
生
か
さ
れ

　
コ
国
連
婦
入
の
ト
年
後
半
期
行
　
　
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ
れ
、
　
　
そ
し
て
こ
の
考
え
か
た
こ
そ

　
国
の
発
展
と
匿
界
の
福
…
祉
や
唱
　
　
　
－
あ
・
一
、
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
の

　
和
の
推
進
の
た
め
に
は
、
政
治
　
　
共
同
参
加
．
と
い
う
婦
入
週
間

　
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
あ
ら
　
　
め
テ
ー
7
7
削
の
で
す
・

　
ゆ
る
分
野
に
、
男
女
が
共
に
そ
　
　
　
こ
の
機
会
に
「
婦
人
週
間
」

　
の
役
渕
と
改
任
を
果
た
し
て
い
　
　
の
ほ
義
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考

　
く
こ
と
の
亜
要
性
が
打
ち
出
ざ
　
　
え
て
み
ま
し
よ
う
。
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あ
断
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一
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囎
山
賊
亜
認
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@
対
集
会
も
開
が
る

　　

@　

@　

@　

@　

@　

ｽ

響
懸
醜
態
躾
繊難篭

工
発
委
、
全
協
で
報
告

　
旭
化
成
－
業
㈱
「
本
れ
・
人
触
）
か
、
巾
の
細
島
　
区
に
－
》
地
陽
画
を
し
て
い
る
ウ
ラ
ン
濃
縮
実
験
プ
ラ
ン

ト
の
安
全
哲
に
つ
い
て
、
巾
長
か
ら
語
間
を
受
け
て
い
た
巾
公
占
対
策
審
磯
会
は
　
月
．
一
h
1
1
、
　
「
同
プ
ラ

ン
ト
の
安
全
哲
は
碓
保
さ
れ
て
い
る
と
円
断
ず
る
」
と
の
答
申
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
．
月
．
．
一
八
H
に
開
か
れ
た
巾
議
ヘ
ム
全
員
協
出
会
て
は
、
1
業
開
発
公
レ
目
対
策
特
別
委
三
会
の
「
安

全
桝
は
確
刃
…
さ
れ
た
」
と
の
報
告
を
賛
成
多
数
て
r
承
し
ま
し
た
。

　
　
ん
、
こ
の
プ
ラ
／
一
進
出
に
絶
対
反
対
を
し
て
い
る
周
辺
’
H
民
の
は
か
、
漁
民
、
労
組
貝
な
と
約
．
丁
一

白
入
（
一
口
者
側
発
衣
は
　
月
し
日
舎
後
　
時
か
ら
「
ウ
ラ
ン
ー
場
建
設
反
対
巾
民
総
決
起
集
会
」
を
日
向
巾

役
所
前
広
場
て
開
催
。
ま
た
、
県
は
　
月
i
H
－
後
、
安
全
か
罐
刃
臨
さ
れ
た
と
し
て
、
同
社
に
対
し
、
ウ
ラ
ノ

施
設
の
設
随
に
同
酒
す
る
旨
の
文
μ
日
を
渡
し
ま
し
た
。

事要
項望

保
安
、
環
境
管
理
の
義
務
づ
け

立
ち
入
り
調
査
権
の
確
保

　
旭
化
成
か
細
島
　
区
に
巡
出
d
画

の
あ
る
「
ウ
ラ
ン
濃
縮
失
血
フ
ラ
ン

ト
」
の
汝
令
材
問
題
を
酔
刑
し
て
い

た
巾
公
占
対
策
審
護
会
　
黒
木
数
茂

ヘ
ム
レ
∵
委
員
i
几
人
）
は
月
i

1
1
日
、
久
…
問
澄
し
回
め
の
ヘ
ム
合
て
、

ウ
ラ
ン
研
究
施
設
の
”
小
女
全
竹
”
を

認
め
る
内
谷
の
服
仏
粋
日
を
圭
レ
一
め
、

同
日
－
後
四
助
甲
月
く
・
巾
長
に
答
申
を

し
ま
し
た

　
「
円
醇
義
会
は
、
h
窺
－
几
月
　
i

目
に
コ
ウ
ラ
ン
側
究
施
設
の
攻
・
↑
個
」

に
つ
い
て
巾
長
か
り
転
用
を
’
之
け
て

い
た
も
の
て
、
こ
れ
ま
で
に
旭
化
成

2月25日、公対審から答申（市長室）

1
業
川
崎
気
れ
の
視
察
、
科
学
技
術

后
へ
の
訪
問
な
と
を
含
め
　
一
回
の

ヘ
ム
合
を
牽
ね
て
報
弓
目
巨
目
を
ま
と
め
た

も
の
て
ケ
，

　
敏
口
申
μ
目
は
「
酔
義
内
谷
か
曽
門
的

て
あ
る
た
め
、
学
者
て
構
成
ξ
る
由
」

門
委
冒
ハ
の
調
査
服
月
目
に
基
づ
き
播
奔

を
豹
つ
た
結
果
、
同
委
の
報
告
論
叢

は
、
し
ゅ
♪
ふ
ん
仏
頼
て
き
る
も
の

と
の
鈷
ム
…
…
に
達
し
た
，
奉
冠
画
の
バ
女

臼
i
個
は
傾
保
さ
れ
て
い
る
ヒ
円
断
ポ

る
、
な
お
、
少
数
邑
見
と
し
て
’
女
将

個
か
磁
保
さ
れ
な
い
レ
一
つ
る
反
対
曽

見
か
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
篠
え
る

と
い
う
内
容
の
も
の
。
こ
れ
に
、
化

学
交
換
法
に
女
る
ウ
ラ
／
濃
緬
研
究

施
設
の
攻
撃
附
に
関
ポ
る
調
杏
報
告

階
、
幣
議
ヘ
ム
の
質
問
に
対
ポ
る
山
，
門

委
員
の
回
章
ロ
μ
目
、
酢
・
歳
内
谷
か
添
付

し
て
あ
り
ま
す

　
同
県
義
会
は
、
由
」
門
委
貝
の
調
奔

帳
告
に
基
づ
い
て
①
化
学
父
換
法
に

よ
る
ウ
ラ
ン
昏
昏
の
技
術
的
評
価

②
友
全
対
策
③
臨
界
攻
全
附
①
障
∴

対
策
⑤
μ
…
視
体
制
⑤
そ
の
他
　
　
の

六
項
目
に
つ
い
て
酔
議
を
も
っ
て
き

圭
し
た

　
そ
の
粘
果
、
Φ
に
つ
い
て
は
高
濃

度
ウ
ラ
ン
か
つ
く
り
に
く
い
技
術
て

核
拡
散
防
d
一
、
す
く
れ
た
技
術
と

さ
れ
て
い
る
②
に
つ
い
て
は
、
設

備
は
し
ゅ
う
ふ
ん
な
パ
女
全
対
策
か
と

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
不
施

設
は
国
の
検
杏
’
昌
に
よ
る
法
令
て
定

賛
成
多
数
で
了
承

安
全
性
確
保
の
判
断

　
女
た
　
一
－
月
く
已
上
は
　
月
　
－
六

日
、
、
日
向
巾
一
会
の
昌
」
見
を
徴
し
た

い
　

と
5
る
ー
ウ
ラ
ン
農
舶
桝
先
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‘
　
　
　
町
　
　
f
　
　
’

施
設
に
係
る
昌
∪
見
に
つ
い
て
一
と
い

，
之
1
1
日
を
拍
川
利
珍
巾
義
ヘ
ム
義
k
あ

て
に
提
出
し
女
し
た
、

　
圭
た
、
巾
・
歳
ヘ
ム
は
　
月
　
一
八
日

、
，
測
－
巧
か
・
5
2
ー
ウ
ラ
ン
農
廓
副
趣

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
η
　
一
　
｝
’

に
つ
い
て
　
を
義
趣
と
す
る
人
－
員
易

X
威
八
ム
々
一
開
き
、
ウ
ラ
／
以
弛
馬
収
な
と
の

氷
硯
祭
義
員
の
視
察
服
仇
と
一
業
聞

発
公
一
目
対
策
牡
別
委
員
ヘ
ム
　
渋
谷
利

男
委
員
長
・
委
嘱
卜
し
人
　
の
服
告
々
一

’
，
丸
け
圭
し
た

　
全
協
て
ほ
、
聞
ヘ
ム
冒
泊
に
巾
k
か

免
目
を
ド
め
、
　
－
公
占
対
兼
群
義
会

の
’
へ
口
申
ル
尊
1
5
5
る
か
、
尺
b
に
市

議
ヘ
ム
の
”
U
目
粕
ル
品
剛
㌔
た
い
　
レ
　
ち
い

ざ
つ
　
パ
輝
い
て
“
一
谷
《
羽
口
只
k
か
日
旧

て
　
し
か
月
に
わ
た
る
調
奔
一
先
の

経
声
1
1
を
踏
ま
え
、
漕
眺
稲
ウ
ー
ノ
／
研
比

施
設
の
友
全
竹
に
つ
い
て
は
磁
保
さ

れ
て
い
る
と
の
粘
々
に
、
圧
し
た
　
ヒ

服
q
目
し
八
時
間
に
わ
た
る
質
疑
の

木
、
賛
成
多
数
て
，
攻
全
ヒ
の
態

肢
を
羽
ち
出
し
圭
し
た

　
二
の
あ
レ
一
、
巾
k
は
記
者
ヘ
ム
見
の

席
て
　
公
対
泳
川
の
敏
n
申
一
－
基
づ
き

－
六
日
・
巾
義
ヘ
ム
に
曽
見
を
ト
め
た

　
1
八
目
の
人
一
日
目
晒
励
義
ヘ
ム
て
．
一
癖
ポ
ざ

力
た
－
巾
・
歳
ヘ
ム
の
，
∪
・
同
を
晶
ワ
プ
甲
し
て
矧
．

処
し
ノ
い
　
尊
1
5
ヒ
は
、
女
全
ほ
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

保
と
れ
て
い
る
ヒ
円
断
一
る
ヒ
の
昌
〕

味
ノ
　
ヒ
述
へ
女
し
オ

め
る
施
設
検
印
を
’
奪

い
、
’
女
直
↑
附
か
磁
η
眺

て
き
る
。
わ
、
一
つ
い

　
　
　
　
（
　
一

て
は
臨
界
の
”
女
全
強

は
舶
保
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る

な
と
と
、
’
恭
義
稲
果

々
」
ま
と
め
、
”
ム
久
全
”

レ
一
の
同
断
を
し
て
い

士
あ
悲
ソ

　
最
後
に
爵
義
ヘ
ム
の

要
望
型
項
と
し
て
①

保
’
女
管
理
な
ら
ひ
に

疑
克
湾
甲
を
散
氏
さ

　
」
　
，
’
　
　
」

　
　
　
　
　
’
f
　
1

1
ぜ
る
女
う
淺
三
つ
け

る
②
巾
の
ウ
ち
人
り

二
二
存
を
滑
呆
し
益

一
　
　
　
　
L
↑
一
　
　
　
　
イ
f
　
　
　
　
－
1

視
体
制
を
強
化
φ
る

　
　
の
　
項
目
か
付

冠
し
て
あ
り
ま
づ
，

1畳1た尊坐

しいIFけ公
’　した対
内こ　’甲’番．

’谷の臼」斐の

をこ断巾甲
しとび）1くイ＼

ゆを甲は会
ノ巾‘茂　1長
ふ1義な　こか

ん会指のり
検に斜答答
口1もヒ申申
し服しを々

　
　
撫

飽
惑前

場）

1川111

テ
ー

ス
を
し
ま
せ
ん
か

　
二
啄
庭
の
婦
八
を
対
象
に
し
た
ス

ホ
ー
ノ
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
ま
す
，

鮪
暫
・
・
↑
ノ
の
環
・
了
ム

所
㎜
を
呼
ん
で
お
り
、
い
く
つ
に
な
っ
て

舗
も
隷
無
齢
郎
テ

論
・
ス
場
亮
成
・
一
た
、
棚
d
地
，
切

起
㎜
も
．
～
軽
決
に
ラ
ケ
，
ト
を
紡
り

三
川
現
代
の
ー
ノ
フ
レ
テ
ィ
ー
に
変
身
し

対
㎜
圭
し
ょ
ろ

て
轟
く
私
の
考
え
か
た
を
明
り
か
に

し
た
い
　
レ
一
記
名
会
兇
の
中
（
答
え

罰
し
た

市
長
・
議
長
交
渉
と
デ
モ

住
民
の
意
向
を
聴
け

　
こ
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
実
験
プ
ラ
ン
ト

に
対
す
る
，
ウ
ラ
ン
i
場
建
設
反
対

巾
民
総
・
沢
起
集
ヘ
ム
」
か
月
し
日
、

－
後
　
時
か
ら
巾
役
．
助
前
－
広
場
に
約

　
一
i
　
白
人
の
漁
民
や
周
「
辺
負
民

か
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
μ
朱
ヘ
ム
を
開
い
た
の
は
ウ
フ
／
濃
F
靴

州
究
助
反
対
期
成
同
明
…
一
．
昌
不
増
如

委
貝
長
｝
、
巾
公
i
口
か
り
い
の
ち
と

く
ら
し
を
．
」
る
会
一
戸
ロ
ル
画
会

　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禿

k
）
、
ウ
ラ
ン
濃
緬
一
場
進
出
に
－
反

対
オ
る
巾
民
の
ヘ
ム
｛
舟
三
兄
代
人
一
、

門
川
町
水
擁
物
加
！
業
協
同
組
へ
口

「
山
鴫
幸
男
組
合
k
、
一
、
臨
港
地
域

区
k
代
表
」
・
膝
義
灘
・
梶
不
区
長
一

ウ
フ
／
か
ら
～
孫
を
T
る
会
・
児
一

筏
継
八
ム
し
じ
の
八
団
体
，

　
各
川
体
の
代
人
か
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
に
ウ
ち
、
　
、
臼
民
の
－
川
を
無
回

し
た
ノ
臼
政
の
委
勢
は
詩
ぜ
な
い
　
目

向
巾
は
も
と
よ
り
県
に
と
、
て
も
塀

娼
巾
争
能
し
た
　

、
先
祖
か
り
’
受
け
継
い

だ
海
々
一
f
や
孫
に
引
㌔
継
い
で
い
く

の
か
わ
れ
わ
れ
の
玉
薬
　
・
巾
k
は
’
H

　　　　　えに　　　　　3月7日の反
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民
の
昌
〕
向
を
L
ゆ
一
か
ん
聴
い
て
検

i
円
一
へ
き
た
な
レ
・
と
謁
乙
目
し
た

　
二
の
あ
ヒ
参
加
者
た
ち
は
ー
ウ
ノ

／
か
ら
．
1
孫
を
η
ろ
一
［
　
チ
ノ
ン

の
　
の
碧
は
二
め
ん
た
　
な
レ
一
の
も

　
ノ
　
　
　

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
へ

し
ノ
加
ヘ
フ
フ
カ
ー
ー
を
r
に
q
也

「
’
　
　
　
　
　
一
f
一

づ
4
　
ノ
ー
’
て
㎡

　
　
ん
、
　
ノ
ー
’
臼
進
の
問
、
代
人
し

一
八
ヘ
カ
　
バ
i
分
か
れ
甲
斐
巾
k
ヒ

柏
川
・
巾
義
ヘ
ム
義
k
ー
ヘ
ム
、
て
個
別
に

父
↓
々
ノ
臼
い
菜
」
た
　

父
宏
て
ほ
、

市
内
全
有
桁
名
の
八
四
・
　
ト
に
当

ア
る
　
乃
ハ
「
　
一
　
人
の
ウ
7
／

“
地
k
対
の
著
名
簿
を
提
小
し
て
、

ノ
ノ
／
一
建
設
中
1
1
の
申
し
人
れ
を

旭
化
成
ー
ノ
臼
一
こ
ヒ
ー
1
な
ヒ
を
之

p
目
ご
茂
ぎ

　
二
の
中
－
戸
・
、
巾
k
は
－
四
入
の
山
」

門
，
～
名
ー
ー
ト
る
’
女
↑
の
田
短
、
そ
れ

一
基
，
く
－
巾
ヘ
ム
占
対
μ
痕
羅
綾
ヘ
ム
の
’
へ
口

山
甲
、
－
巾
歳
ヘ
ム
ゐ
，
U
・
同
4
．
一
階
r
甲
L
戸
」
い

る
な
レ
力
允
日
六
一
長
し
た
カ
、

そ
碧
小
融
㌧
養
渉
団
か
荏

　
臼
民
の
気
持
ち
々
踏
長
／
．
、
円
凶

川
巾
教
ム
ー
1
委
員
へ
台
召
八
ム
教
ム
目
課
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▽
対
象
名

　
・
巾
内
に
臼
ん
で
い
る
家
庭
の
婦

八
一
－
向
齢
は
問
い
ま
せ
ん
」

　
・
他
の
ス
ホ
ー
ノ
教
＋
に
参
加
し

て
い
な
い
か
た

　
・
ス
ホ
ー
ノ
ク
ル
ー
．
フ
、
ク
ラ
フ
）

に
肋
属
し
活
動
し
て
い
な
い
か
た

　
〉
’
止
口
只
一
…
四
一
八
の
r
’
比

　
〉
開
設
期
間
一
四
月
中
・
旬
か
・
一
、
し

」
　
「
　
　
」

～
　

一
　

－

　
〉
申
し
込
み
期
限
　
四
月
－
日

　
▽
申
し
ム
み
と
問
い
合
わ
せ
先
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
内

泉
u
　
h
．
一

ウ
η
Pは

か
り
の
定
期
検
査

　
こ
と
し
も
1
1
月
卜
旬
に
、
耐
頃
器

　
は
か
り
）
の
’
止
期
検
杏
を
．
向
い
ま

う
　
1
1
月
の
検
査
を
畔
朋
に
、
民
間
の

　
㌧
一
長
沼
攻
淘
、
人
坪
隆
、
人

懸
隔
奉
、
岩
切
幽
幽
、
野
卜
明
八
、

　
輪
光
仏
一
以
i
敬
称
略
、
顧
小
同
｝

か
閣
内
を
裏
わ
　
て
し
ま
一

　
こ
の
検
奔
を
受
け
ま
5
レ
一
、
定
期

川
検
介
を
乏
け
な
く
て
も
碕
み
ま
す
、

川
検
得
の
対
象
レ
一
な
る
耐
日
甲
器
は
、
食

…
相
品
晒
、
楯
肉
店
、
糖
居
、
肋
阪

…
’
－
杖
、
保
育
所
な
ヒ
て
使
用
さ
れ
る

　
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　

　

川
1
1
り
り
き
べ
耐
町
月
プ
も
グ
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な
お
、
ハ
月
卜
句
の
検
査
日
智
は

　
　
　
　
じ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

う
　
　
　
　
　
　

／
き
プ
と
才
り
て
弓

　
＞
1
1
月
　
一
六
1
1
　
丈
々
津
気
肋

　
’
i
，
川
－
　
巧
か
ら
－
後
四
巧
」

　
▽
蜜
月
、
1
し
日
　
－
巾
伽
k
朗
　
－

，
川
見
巧
か
り
角
後
四
巧

　
〉
ハ
月
　

一
へ
目
－
潮
島
乏
晒

　
侮
前
瓦
巧
か
b
－
後
　
巧
，

　
な
お
、
f
数
料
な
ヒ
く
わ
し
い
こ

と
に
つ
い
こ
は
繭
一
水
曜
課
　
容
内

線
　
＾
　
　
へ
お
た
ポ
ね
く
た
さ
い
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す
へ
き
た
」
　
「
汝
全
と
い
う
鈷
果
か

出
さ
れ
て
も
、
な
お
ー
ハ
四
㌔
か
ら
の

反
対
署
名
か
あ
る
こ
と
は
、
ノ
州
政
の

同
断
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

た
」
な
と
と
迫
り
、
要
望
日
日
に
つ
い

て
の
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　
要
望
黒
谷
は
①
旭
化
成
に
建
設
中

1
1
を
申
し
入
れ
る
こ
と
②
旭
化
成
に

公
開
註
論
会
を
去
月
さ
せ
る
こ
と
④

〕

川投巾
’iり　1蓬b

「　　’】、

れ企て
に業豹
対
し
の
、ノ

て地
巾
k

はの

つ

レ

i目

’「、

の

曽

思
決

q）冗
／、
ノ、

l
I1

11几1ノ）

ラ1卜川

。豆目

中

は
rh

民

なの
い
lfl馴票

d
の
申
し
直
れ
は
し
な
い
　
公
開
司

論
会
も
必
要
な
い
と
思
一
　
　
票
投

票
を
す
る
考
え
は
な
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

県
、
設
置
に
同
意

旭
化
成

確
認
申
請
書
を
提
出

　
．
ん
、
県
は
旭
化
成
と
交
わ
し
た

工
場
上
地
協
定
階
（
昭
和
四
一
　
り

八
月
）
に
基
づ
い
て
　
1
1
一
日
目
後
、

同
社
に
設
置
許
可
の
同
適
文
階
を
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

し
ま
し
た
，

　
そ
の
理
由
と
し
て
、
国
の
攻
全
蕃

査
お
よ
ひ
県
独
白
の
調
奔
て
’
女
人
－
か

碓
認
さ
れ
た
ほ
か
①
地
山
の
1
1
向
巾

や
門
川
川
か
耐
画
の
受
け
ぺ
れ
を
決

め
た
の
県
義
会
の
各
尾
代
人
質
問
を

通
し
八
…
…
議
を
尽
く
し
た
㊥
げ
地
に
際

し
て
攻
全
協
定
　
公
∴
防
d
協
毛
足

綿
結
に
旭
化
成
も
同
昌
〕
し
た
　
　
こ

と
な
と
を
あ
け
て
い
ま
す

　
同
”
u
文
1
1
日
の
田
谷
は
一
、
判
ら
也
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
「
～
　
ー

ウ
ラ
／
頗
唄
稲
川
川
下
ロ
地
特
設
凶
冠
画
に

つ
い
て
一
画
と
お
り
設
副
さ
れ
る
ニ

レ
一
を
．
一
小
一
る
　
，
、
施
に
出
た
、
て

ほ
細
心
の
d
”
U
を
払
い
、
〃
か
に

も
串
故
か
4
ξ
る
こ
と
の
な
い
よ
一

に
さ
れ
た
い
　
”
女
全
の
磁
保
に
乃
’
↑

を
期
4
1
る
た
め
、
地
ル
巾
川
を
含
め

攻
全
協
冗
を
締
胤
一
る
こ
と
と
一

る
一
と
な
，
て
い
ま
5
、

　
こ
れ
を
’
，
《
け
て
同
村
は
一
日
’
1
後

川
口
哨
ハ
ー
ム
分
、
－
巾
に
建
築
磁
認
申

請
μ
目
を
提
出
L
セ
し
た

　
μ
唇
目
μ
一
．
　
L
，
皇
」
し
一
、
　
川
し
し
色

　
一
　
　
1
1
　
　
r
－
　
　
　
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
ノ
ノ
む

誌
土
　
東
げ
ご
、
五
角
7
〆
タ
リ
ー

1
7
－
　
　
　
　
i
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
〆
1
　
’
ー

ー
　
部
　
階
伸
」
、
妊
へ
約
「
」
白

1，

T
巨
　
督
学
技
術
h
て
の
’
女
全
蕾

奔
の
乃
し
な
ヒ
も
添
諒
し
ご
ち
り
、

μ
一
目
紅
一
十
あ
　
　
一
　
　
レ
一
　
　
則
　
　
り
　
　

白
「

一
　
　

口
　
　
匡
声
ピ
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
d

　
ム
　
　
f
」
　
　
気
‘

一
≠
　
　
　
　
」

　
巾
は
各
関
係
課
の
へ
口
戚
・
一
巾
，
硝
防

レ
日
の
旧
型
“
U
を
’
，
丈
け
オ
あ
レ
一
、
ロ
小
日
’
吋

－
木
郵
務
助
一
－
込
，
聴
し
上
し
た

　
旭
化
成
は
、
建
築
帰
認
申
、
川
の
論

可
か
ト
り
し
た
い
、
当
初
の
8
1
曲
－
と

お
り
へ
ー
ノ
弓
度
中
－
に
ボ
僧
一
3
る
．
r
・
生
を

げ
て
て
い
圭
5
　
そ
し
て
、
1
1
紅
妄

て
に
施
設
を
元
成
さ
珪
、
ウ
ラ
／
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

人
は
施
設
の
♂
女
人
－
罪
源
な
ヒ
か
柊
わ

、
た
後
一
な
る
見
通
し
て
5

　
．
．
月
一
．
i
．
日
か
ら
大
字
日
知
屋

の
．
部
は
町
界
、
町
名
、
地
番
が
変

わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
四
一
h
向
か
ら
門

地三下地図

「
∬

曽
根
土
地
区
画
整
調
地
域
内

四曽
　　㍗6
丁根

塵町しし

21

冾
ｩ
ら
新
町
名
に

一
1
1
臼
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印
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↑

　
　
　
「
　
　
p
く
「
卜
p
ヒ
判

　
“
　
　
阜
レ

地
肋
有
桁
名
の
か
た
に
は
先
に
換
地

一
幽
て
通
知
し
ま
し
た
か
、
町
界
、

川
名
、
地
番
変
史
後
に
つ
い
て
は
別

項
の
よ
7
一
に
な
り
ま
し
た

　
二
ん
二
は
、
法
的
に
も
こ
の
町
名
、

地
番
か
有
効
に
な
り
ま
5
の
て
、
種

〃
、
の
届
出
肝
日
な
ヒ
に
は
袖
し
い
也
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

々
」
使
ノ
て
く
た
触
い
。

　
そ
れ
て
は
、
こ
の
町
界
、
財
名
、

地
番
の
変
史
後
の
串
務
処
理
に
つ
い

て
二
紹
介
し
圭
一

　
★
巾
て
取
り
扱
ノ
臼
民
票
、
外
国

入
登
録
原
票
、
印
鑑
登
録
原
票
、
峨

挙
人
名
簿
な
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
b
，
　
．

中
堀
町
一

一
　
一

一
中
堀
町
二
丁
目
／
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臼
助
は
、
牡
別
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、

巾
の
担
当
課
か
職
桁
て
変
史
し
ま
オ

　
★
月
箱
の
本
・
籍
地
番
は
、
市
民
課

に
お
い
て
職
格
て
変
史
し
ま
づ
、
た

た
し
、
職
権
て
変
史
て
き
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
後
H
通
知
し
圭
弓
の

て
申
し
出
を
し
て
い
た
た
く
こ
と
に

・
な
り
圭
づ

　
★
そ
の
他
、
市
税
な
と
の
関
係
あ

る
薬
務
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
場
へ
口

を
除
く
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
職
楮
て
公

簿
の
変
史
を
’
狗
い
ま
」
9
、

　
★
｛
昌
崎
地
乃
法
務
局
H
向
出
張
所

か
取
り
扱
つ
一
国
、
家
屋
の
登
記
簿

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
付
の
助
二
人
小

欄
の
み
を
皆
伝
て
変
量
し
ま
ポ
か
、

．
助
杓
者
の
臼
、
肋
顧
た
け
は
本
入
の
申

消
に
し
っ
て
変
史
す
る
こ
と
に
な
、

て
い
ま
一
の
て
、
後
日
、
は
か
に
変

死
狂
項
か
、
1
し
た
際
、
臼
肋
変
史
の

r
紅
き
を
と
っ
て
く
た
さ
い
　
こ
の

場
ベ
ロ
、
・
巾
て
発
豹
ξ
る
、
岡
名
、
地

番
変
史
副
…
明
μ
目
一
か
必
要
て
φ
，

　
ま
た
、
ヘ
ム
斜
な
と
の
法
八
双
り
記
の

場
合
に
も
同
様
て
づ
か
ら
、
個
八
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
名
副
〔
つ

場
合
と
同
様
、
後
日
、
ほ
か
に
登
記
川
く
い
す
色
）
の
有
効
明
限
は
　
月

事
項
に
変
史
か
4
し
た
際
、
所
石
地
㎜
一
　
日
ま
て
て
す
，

の
変
史
申
請
丁
親
き
を
危
そ
だ
…
四
月
日
か
ら
は
旧
保
険
者
副
は

さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
使
用
て
き
ま
せ
ん
の
て
、
杓
究
な
と

★
み
な
さ
ん
か
お
持
ち
の
1
地
、
…
の
窓
口
て
は
新
し
い
保
険
名
副
書

家
渥
の
桁
利
μ
目
に
記
械
さ
れ
て
い
る
㎜
色
）
を
提
小
し
て
く
た
さ
い
。

、
石
目
地
の
衣
小
も
変
史
に
な
る
わ
け
川
　
な
お
、
保
険
名
副
の
史
勒
に
つ
い

て
づ
か
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
保
存
し
㎜
て
は
、
被
保
険
名
の
み
な
さ
ん
に
郵

て
お
い
て
く
た
さ
い
、
　
　
　
　
　
川
便
て
通
知
し
て
い
ま
す
か
、
届
か
な

　
★
そ
の
他
自
動
中
の
．
肋
有
名
の
佃
㎜
か
，
た
り
、
氏
名
な
と
の
誤
り
か
あ

晒
変
史
、
連
言
免
，
川
副
の
臼
所
変
史
㎜
り
ま
し
た
ら
保
険
臼
金
課
へ
麿
内
線

な
ヒ
、
法
律
て
届
け
出
の
期
日
、
丁
…
1
1
h
　
）
へ
こ
連
絡
く
た
さ
い
，

続
き
か
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
　
…

そ
れ
ぞ
れ
本
八
て
三
子
の
丁
博
き
を
即

し
て
い
た
た
く
こ
と
に
な
り
ま
つ
。

　
★
種
々
の
’
H
．
肋
変
史
届
け
、
そ
の

他
「
町
名
、
地
番
変
二
二
明
階
‘
か

必
要
な
場
合
は
巾
民
課
へ
お
い
て
く

た
さ
い
。
門
戸
蘇
口
は
無
料
て
す
，

　
二
不
・
明
の
占
は
、
㎞
郁
一
巾
討
画
甲
堕
容

内
線
四
四
　
」
ま
た
は
巾
民
課
一
、
麿

内
線
1
1
　
　
～
1
1
）
へ
お
た
す
ね
く

た
さ
い　
　
、
一
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

自
転
車
の
整
備
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

　
こ
と
し
も
四
月
六
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、

①
歩
行
者
、
と
く
に
新
入
学
（
園
）

児
を
中
心
と
し
た
弄
ど
も
、
老
人
の

交
通
事
故
防
止
②
自
転
車
の
安
全

利
用
の
促
進
　
③
無
謀
運
転
の
追
放

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
1

日向市の最近の

　交通事故発生状況

霧　　　ロー53年　　　㎜一54年
　　　塵ヨー55年

負傷者数

嶋
5　
　
　
亮発生件数

　
〈
間
〉
　
部
落
差
別
と
｝
般
的
に

社
会
の
な
か
に
存
在
す
る
差
別
と
は

ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
で
す
か
。

　
一
口
で
い
い
ま
す
と
、
社
会
の
な

か
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が

集
中
的
に
凝
集
し
た
も
の
が
部
落
差

別
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
一
番
か
ん

じ
ん
な
こ
と
は
、
現
代

社
会
の
民
主
セ
義
的
発
　
…

展
の
阻
害
と
な
っ
て
い

る
差
別
や
矛
盾
は
、
こ
の
部
落
差
別

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
一
い

い
か
え
る
と
、
↓
般
社
会
に
存
在
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や
差
別
か
ら
大

衆
の
目
を
そ
ら
さ
せ
る
た
め
に
部
落

差
別
が
な
お
温
存
さ
れ
、
利
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
部
落
差

別
は
、
過
去
の
封
建
社
会
の
身
分
制

の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
お
と
し
よ
り
の
死
亡
事

故
が
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
］
年
間

で
県
内
で
三
十
二
人
の
か
た
が
、
ま

た
、
こ
と
し
に
入
っ
て
す
で
に
八
人

の
か
た
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家

庭
で
交
通
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

　
自
転
車
を
利
用
す
る
か
た
は
、
六

か
月
整
備
点
検
を
受
け
た
も
の
に
乗

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
な
お
、
六

か
月
点
検
は
近
く
の
自
転
車
店
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
点
検
が
済
み
ま
す

と
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
に
な
り
ま
す

と
暴
走
族
が
出
没
し
は
じ
め
ま
す
。

昨
年
七
月
、
日
向
市
識
会
に
お
い
て

市
長
が
「
暴
走
族
追
放
宣
言
」
を

行
い
、
こ
れ
を
受
け
て
市
議
会
も
同

じ
考
え
を
．
覚
し
て
決
議
を
行
い
ま
し

た
。
私
た
ち
み
ん
な
の
力
で
危
険
な

無
謀
運
転
を
す
る
暴
走
族
を
追
放
し

ま
し
ょ
う
つ

　
県
内
の
昨
年
中
の
死
亡
者
は
九
辛

六
人
。
そ
の
う
ち
一
。
四
人
は
、
シ
ー

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

不
名
誉
な
記
録
は
返
上

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
さ
え
い
れ
ば

死
亡
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
“
あ
な
た
の
命
”

を
守
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
て
安
全
運

転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
k
の
グ
ラ
フ
は
、
B
向
市
内
で
起

こ
っ
た
交
通
事
故
の
状
況
で
す
。
五

卜
五
年
中
の
死
亡
事
故
は
五
卜
四
年

と
同
じ
で
す
が
、
発
生
件
数
、
負
傷
者

数
と
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ス
ト
順
位
（
日
向
市

居
住
者
が
起
こ
し
た
交
通
事
故
と
人

口
を
対
比
し
た
も
の
）
で
も
、
県
ド

第
八
位
と
い
う
悪
い
成
績
で
、
市
民

全
体
的
に
交
通
事
故
を
起
こ
す
比
率

が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

艸

　
子
ど
も
の
い
る
ご
家
庭
で

よ
、
機
会
あ
る
ご
と
に
交
通

ル
ー
ル
を
よ
く
教
え
て
お
く

よ
う
に
し
、
朝
、
学
校
に
送

り
出
す
と
き
は
、
つ
ぎ
の
こ

と
に
と
く
に
注
意
し
ま
し
ょ

．
つ
。

　
魁
出
か
け
る
と
き
や
そ
の

前
に
し
か
ら
な
い
。

　
噂
忘
れ
も
の
を
さ
せ
な
い
。

　
噂
通
学
時
間
に
ゆ
と
り
を

も
た
せ
る
。

　
子
ど
も
は
、
し
か
ら
れ
る

と
そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
周
囲
の
状
況
が

おかあさんがたへ
出削，る剛＝しか5ちし

目
に
入
ら
な
く
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
時
間
に
ゆ
と
り
が

な
か
っ
た
り
、
忘
れ
も
の
を

し
て
途
中
か
ら
引
き
返
し
た

り
す
る
と
、
あ
わ
て
て
注
意

力
が
散
漫
に
な
り
、
事
故
の

も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
注
意

し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み

緊
露
麟
叢

払
っ
て
運
転
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

紳軸一一
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度
の
な
か
で
っ
く
ら
れ
て
き
た
身
分

差
別
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

現
代
社
会
の
な
か
で
も
温
存
さ
れ
、

さ
か
ん
に
利
用
さ
れ
て
さ
え
い
る
の

で
す
。
な
お
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、

一
般
的
な
差
別
は
、
そ
の
差
別
を
生

む
原
因
が
な
く
な
っ
た
と
き
（
例
え

ば
、
貧
困
に
よ
る
差
別
は
、
そ
の
貧

…
同
和
問
題
を
知
る
た
め
に

…
Q
あ
ん
ど
A

困
か
ら
ぬ
け
出
し
た
と
き
）
に
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
部

落
で
は
、
部
落
に
生
ま
れ
た
ゆ
え
に

差
別
を
受
け
て
い
る
と
い
う
深
刻
な

問
題
が
あ
り
、
こ
の
点
に
、
部
落
差

別
と
一
般
差
別
の
ち
が
い
が
あ
る
と

い
え
そ
う
で
す
。

　
こ
う
考
え
て
き
ま
す
と
、
部
落
差

別
を
な
く
す
こ
と
が
、
　
一
般
的
差
別

　
こ
の
よ
う
な
不
名
誉
な
記
録
を
返

し
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る

た
め
に
も
「
春
の
交
通
安
金
運
動
」

に
は
、
私
た
ち
一
人
↓
人
が
何
か
の

か
た
ち
で
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。　
そ
し
て
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
を

必
ず
実
行
し
、
交
通
事
故
の
な
い
、

安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

進
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
一
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
動
機
の

家
出
が
多
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
少
年
の
家
出
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
各
家
庭
で
、
r
ど
も

の
気
持
ち
や
考
え
か
た
な
ど
、
不
．
平

不
満
を
よ
く
聞
い
て
や
る
と
と
も
に

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
☆
ふ
だ
ん
か
ら
r
ど
も
の
生
活
態

度
や
行
動
を
よ
く
知
っ
て
お
く
。

　
☆
家
庭
は
、
ヂ
ど
も
た
ち
の
“
憩

い
の
場
”
で
す
。
安
心
し
て
何
で
も

話
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
☆
現
実
社
会
の
暮
ら
し
の
き
び
し

さ
を
日
ご
ろ
か
ら
教
え
て
お
く
。

　
☆
r
ど
も
の
航
場
に
な
っ
て
お
憂

い
に
理
解
し
あ
う
。

　
☆
親
の
見
え
な
ど
か
ら
、
r
ど
も

に
能
力
以
ヒ
の
も
の
を
求
め
な
い
。

　
☆
r
ど
も
の
失
敗
を
責
め
た
り
、

愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ
と
ば
か
り
し
な
い

で
、
励
ま
し
て
や
る
よ
う
に
す
る
。

　
r
ど
も
た
ち
を
あ
た
た
か
く
見
守

る
こ
と
は
大
人
た
ち
の
責
任
で
す
。

国際障容者年
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’e，のみ、ようネ畠ネ止を

饗
難
繭
　

さ
編
錫
惣
鞭
酵
欄

小
中
学
校
の
教
科
書
無
償
配
布
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
う

　
　
　
　
　
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ

　
　
…
㈱
　
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

．
．
．
．
…
㎞
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
「
同

和
問
題
を
知
る
た
め
に
・
Q
あ
ん
ど

A
」
は
今
回
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
長
い
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
四
月
号
か
ら
は
新
し
い
シ
リ
ー
ズ

で
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
、
い
ま
企
画

中
で
す
。
来
月
号
か
ら
の
新
同
和
シ

リ
ー
ズ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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少
年
の
家
出
が
年
ご
と
に
増
え
て

い
ま
す
。
日
向
警
察
署
管
内
で
も
、

昨
年
↓
年
問
に
二
卜
八
人
（
う
ち
中

学
、
高
校
生
卜
四
人
）
が
家
出
を
し

て
い
ま
す
。

　
家
出
は
“
非
行
”
そ
し
て
“
．
悪
へ

の
第
一
歩
”
と
い
う
危
険
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
春
休
み
に
な

り
ま
す
が
、
例
年
、
春
休
み
明
け
に

は
少
年
の
家
出
が
急
に
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
春
休
み
の
問
、
少
年

た
ち
が
規
則
正
・
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム

を
こ
わ
し
、
遊
び
ぐ
せ
が
つ
い
て
学

校
に
行
く
の
が
イ
ヤ
に
な
っ
た
り
、

保
護
者
に
し
か
ら
れ
た
り
、
異
性
と

の
交
際
を
親
に
い
ろ
い
ろ
と
い
わ
れ

　轟

｛
な
か
た
本
人
が
運
転

｛
す
る
場
合　
懸
蹴

転
の
・
ち
、
ド
肢
不
畠
・
級
の
・
、

｛
3
級
の
3
お
よ
び
4
級
か
ら
6
級
ま

で
の
各
級
の
障
害
、
体
幹
不
自
由
5

級
の
障
害
の
あ
る
か
た
は
該
当
し
ま

｝
　
身
体
の
不
自
由
な
か
た
に
対
す
る

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
自

動
車
取
得
税
の
減
免

　
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

腸
…
な
・
て
い

｛
ま
す
。

一　①
減
免
対
象
身
体

｛
障
害
者

｛
　
ω
身
体
の
不
自
由

せ
ん
。

　
②
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車

　
羅
　
　
騨
　

懲
鵜
難

む
）
で
、
お
も
に
身
体
障
害
者
の
職

業
、
ま
た
は
通
院
、
通
学
の
た
め
に

そ
の
身
体
障
害
者
と
生
．
計
を
と
も

に
し
て
い
る
か
た
が
運
転
す
る
車

な
ど
。

障
害
の
区
分

障
害
の
級
別

視
　
覚
　
障
　
害

1
級
か
ら
3
級
ま
で
と
4
級
の
一

聴
覚
　
障
害

2
級
お
よ
び
3
級

平
衡
機
能
障
害

3
　
級

k
肢
不
自
由

1
級
、
2
級
の
一
お
よ
び
2
級
の

ド
肢
不
自
由

1
級
か
ら
6
級
ま
で

体
幹
不
自
由

1
級
か
ら
3
級
ま
で
と
5
級

心
臓
機
能
障
害

1
級
お
よ
び
3
級

呼
吸
器
機
能
障
害

1
級
お
よ
び
3
級

〈完全参加と平等〉
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鉄
道
事
故
を
な
く
そ
う

　
国
鉄
は
、
至
聖
そ
し
て
正
確
な
輸

送
を
確
保
す
る
た
め
、
い
ま
〃
鉄
道

妨
害
防
止
、
運
動
”
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
鉄
道
管
理
局
内
の
置
き
石
、

踏
切
障
害
、
線
路
航
入
り
な
ど
の
鉄

道
妨
害
は
、
昭
和
κ
卜
κ
年
度
（
四

月
か
ら
．
月
）
は
．
白
五
件
の
発
生
で
、

前
年
と
比
べ
て
．
．
．
ト
ビ
件
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
鉄
道
妨
害
に
よ
る
列
屯

の
遅
延
は
九
卜
件
、
嘩
両
な
ど
の
損

害
は
．
．
．
卜
六
件
で
、
輸
送
の
安
全
、

輸
送
秩
序
の
維
持
に
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
、
踏
切
事
故
と
置
．
石
は
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
報
道
で
も
お

わ
か
り
の
よ
う
に
、
列
車
の
脱
線
、
転

覆
な
ど
の
重
大
な
事
故
を
ひ
き
起
こ

す
危
険
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

輸
送
の
安
翁
を
脅
か
す
ば
か
り
で
な

く
、
行
為
者
自
身
に
と
っ
て
も
非
常

に
危
険
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
つ
ぎ
の
こ
と

に
注
意
し
て
鉄
道
妨
害
防
止
．
運
動
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
☆
踏
切
前
で
は
必
ず
．
時
停
止
．
し

左
右
の
安
全
を
確
認
す
る
。

　
☆
線
路
に
は
絶
対
墜
ち
入
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

　
☆
置
．
石
な
ど
が
ど
ん
な
に
危
険
な

こ
と
か
、
r
ど
も
た
ち
に
よ
く
言
っ

て
き
か
せ
る
。



向
然
保
護
推
進
員

　　

@
市
内
か
ら
9
5
人
依
頼

　
私
た
ち
の
生
命
の
源
は
“
自
然
”

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
け
が
え
の

な
い
こ
の
自
然
を
守
り
育
て
、
次
の

世
代
へ
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
一
人
．
人

が
力
を
寄
せ
あ
い
、
自
然
保
護
の
施

策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
、
自
然

を
守
り
育
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
昨
年
秋
に
広
く
県
民
の
中
か

ら
「
自
然
保
護
推
進
員
」
を
募
集
し

ま
し
た
が
、
県
内
で
ト
互
百
人
、
日

向
市
か
ら
九
二
五
人
依
頼
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
日
向
市
の
自
然
保
護
推

進
員
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
敬
称
略
）

　
　
▽
赤
木
純
夫
へ
松
原
）
▽
有
光
直

　
r
〔
大
E
谷
）
▽
壱
岐
茂
へ
山
ド
）

　
▽
石
川
猛
（
中
原
）
▽
泉
田
透
へ
曽

根
）
▽
市
田
靖
へ
日
向
台
）
▽
片
影

　
修
身
へ
花
ケ
’
匡
）
▽
伊
藤
正
．
．
．
（
財

光
寺
）
▽
江
藤
達
郎
（
梶
木
）
▽
大

野
忠
男
（
新
生
町
）
▽
荻
原
州
．
べ
比

良
）
▽
大
川
久
吉
へ
江
良
町
）
▽
大

野
孝
之
（
江
良
町
）
▽
大
橋
芳
太
郎

　
（
清
正
）
▽
甲
斐
賢
．
（
大
E
谷
）

▽
甲
斐
藤
雄
へ
平
岩
）
▽
柏
川
理
恵

　
（
梶
木
）
▽
金
井
美
敏
（
本
谷
）
▽

金
丸
調
（
美
々
津
町
）
▽
狩
野
幸
美

　
（
不
動
寺
〉
▽
河
埜
和
夫
（
美
々
津

町
）
▽
川
崎
竜
哉
（
大
E
谷
）
▽
川

一一画
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聴
講
（
川
路
）
▽
菊
田
恵
（
新
財
市
）

▽
北
原
明
彦
へ
広
兄
）
▽
木
村
江
里

ヂ
へ
大
E
谷
）
▽
熊
谷
フ
サ
コ
（
東

草
場
）
▽
黒
木
和
政
（
飯
谷
）
▽
黒

木
静
弥
（
美
々
津
町
）
▽
黒
木
辰
義

（
千
束
目
）
▽
黒
木
舌
之
（
平
岩
）

▽
黒
木
靖
ヂ
（
八
幡
）
▽
黒
木
欣
雄

（
田
の
原
）
▽
黒
木
定
義
（
庄
｝
）

▽
黒
木
史
郎
へ
切
島
山
．
）
▽
黒
木

隆
文
（
瞬
断
）
▽
黒
木
優
（
束
草
場
）

▽
小
城
重
正
へ
日
知
屋
）
▽
児
K
明

義
（
財
光
寺
）
▽
児
E
礼
儀
（
比
良
）

▽
児
K
信
夫
（
日
知
屋
）
▽
児
K
嘉

嗣
（
平
岩
）
▽
小
林
賢
司
（
美
々
津

町
）
▽
小
林
隆
洋
（
幸
脇
）
▽
小
山

伸
男
（
塩
児
）
▽
坂
目
勇
（
心
高
）

▽
坂
目
昇
（
冨
高
）
▽
坂
本
新
（
広

兄
）
▽
佐
藤
重
典
（
塩
見
）
▽
佐
藤

辰
美
（
塩
兄
）
▽
佐
藤
忠
郎
（
鶴
町
）

▽
佐
藤
豊
（
永
田
）
▽
椎
葉
次
男
（
鶴

町
）
▽
鈴
木
進
（
寓
高
）
▽
鈴
木
敏

司
（
富
高
）
▽
鈴
木
箪
人
（
鶴
町
）

　
　
　
　
璽
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▽
鈴
木
治
義
へ
斜
高
）
▽
関
口
育
ヂ

（
向
江
町
）
▽
龍
原
罪
（
不
動
浄
）

▽
寺
町
晃
（
幸
脇
）
▽
中
田
レ
イ
r

へ
向
江
町
）
▽
永
友
幸
f
へ
庄
r
向
）

▽
長
山
裕
r
（
畑
浦
）
▽
奈
須
典
夫

（
塩
汁
）
▽
成
合
ひ
と
み
（
亀
崎
東
）

▽
西
澤
司
瀧
（
山
ド
）
▽
林
賢
太
郎

（
北
町
）
▽
比
江
島
雅
ヂ
（
向
江
町
）

▽
1
1
高
巖
（
富
高
）
▽
日
高
民
江
（
幸

脇
）
▽
日
高
照
夫
（
美
々
津
町
）
▽

目
高
敏
雄
（
梶
木
）
▽
日
高
由
美
へ
梶

木
）
▽
広
川
洋
卜
（
美
々
津
町
）
▽

福
田
実
（
山
ド
）
▽
福
・
水
正
典
（
財

光
寺
）
▽
富
十
本
圓
（
日
知
屋
）
▽

松
木
博
（
江
良
町
）
▽
松
木
房
吉
（
塩

兄
）
▽
松
木
勇
．
．
（
亀
崎
東
）
▽
松

木
良
政
（
春
原
町
）
▽
松
葉
登
（
平

岩
）
▽
松
葉
肇
（
平
岩
）
▽
丸
岡
敏

彦
（
中
原
）
▽
室
屋
瀧
雄
（
財
光
寺
）

▽
山
ド
奈
良
一
（
細
島
）
▽
山
本
和

男
（
常
高
）
▽
山
本
準
．
（
川
路
）

▽
山
本
正
志
（
財
光
寺
）
▽
山
本
．
．
．

男
（
塩
兄
）
▽
吉
田
省
悟
（
財
光
寺
）

▽
吉
永
弥
生
（
亀
崎
東
）
▽
四
俣
基

・
r
（
亀
崎
中
）
▽
和
川
助
．
〔
大
E

町
）
▽
和
田
義
正
（
東
草
場
）

　
坦
し
の
か
た
が
た
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　工
　1
　ブ
ブリ
1ル
ル

　
　
　
　
　
　
ば
ん
ぐ
せ
つ

　
「
四
月
．
日
は
万
愚
節
」
一
と

い
っ
て
も
、
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で

す
が
、
い
わ
ゆ
る
“
四
月
ば
か
”
つ

ま
り
エ
ー
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル
の
こ
と

で
す
。
欧
米
で
は
オ
ー
ル
・
フ
ー
ル

ズ
・
デ
i
（
〉
印
明
O
O
尻
．
O
碧
）
と

カ
　
エ
ー
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル
ズ
・
デ

ー
（
〉
鷲
昌
閃
O
O
尻
．
一
）
婁
）
と
い
う

の
で
、
こ
れ
を
目
本
語
に
訳
し
た
の

が
「
万
愚
節
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
そ
し
て
、
エ
ー
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル

と
い
う
場
合
、
あ
ち
ら
で
は
四
月
．

日
に
か
つ
が
れ
た
人
の
こ
と
を
い
う

よ
う
で
す
。

　
起
源
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
、
新
年
と
い

え
ば
春
分
の
日
で
、
四
月
．
目
は
さ

ま
ざ
ま
な
春
分
の
行
事
の
最
後
の
目

で
し
た
。

　
そ
れ
が
ト
六
世
紀
以
後
、
新
年
が

、
月
．
日
に
か
わ
っ
て
か
ら
も
痔
を
．

し
の
ぶ
た
め
に
四
月
．
日
に
は
、
で

た
ら
め
な
贈
り
物
を
し
た
り
人
を
か

つ
い
だ
り
し
た
の
が
、
こ
の
行
事
の

始
ま
り
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
罪
の
な
い
い

た
ず
ら
で
人
を
か
つ
ぎ
、
ち
ょ
っ
と

悩
ま
せ
て
み
た
り
、
む
だ
走
り
を
さ

せ
て
楽
し
む
風
習
で
す
が
、
人
を
か

つ
い
で
い
い
の
は
午
前
中
だ
け
と
い

ゆ
欺
奈
艘
轍
鮒
鎌
惨
紳

　
　
は
．
．
．
月
四
目
、
日
向
営
林
署
な

　
ど
の
協
力
を
得
て
、
大
．
E
谷
の

　
〃
福
祉
の
森
”
で
植
樹
を
行
い

　
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
営
林
署

　
か
ら
寄
贈
の
あ
っ
た
四
．
監
本
の

X
杉
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
福

斑
毛
鍵
郷

×
始
ま
り
で
、
五
卜
六
年
度
r
本

×
の
植
樹
を
計
画
し
て
総
仕
し
げ

×
に
か
か
り
ま
す
。

X

X
＜
福
祉
の
森
に
植
樹

）（く××××X×XX××X××

う
．
話
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
明
治
庁
代
か
ら
知
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
最
近
の

ヤ
ン
グ
に
は
あ
ま
り
人
気
が
な
い
よ

う
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
母
の
日
な

ど
と
ち
が
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す

る
行
事
で
は
な
い
の
で
、
商
魂
た
く

ま
し
い
む
き
に
受
け
な
い
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
日

は
学
校
が
春
休
み
と
い
う
こ
と
に
も

原
…
囚
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
ラ
漿

qてコロτコロ稿℃コロu口

繕…㎜c 、
．

慶苧融

　　　▲困難に負けず

写真．一前列右から奈須君、鈴木さん、

後列右から富山さん、八田さん、波岡君

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
四
月
ば
か
の
こ

と
を
〃
四
月
の
サ
バ
（
鯖
）
”
と
い

う
と
か
。
日
本
語
の
「
サ
バ
を
読
む
」

と
関
係
が
あ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
早
と
ち
り
で
、
四
月
の

サ
バ
は
や
す
や
す
と
つ
れ
る
か
ら
と

い
う
程
度
の
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　
四
月
．
日
は
、
日
本
で
は
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
る
目
。

と
こ
ろ
で
あ
な
た
は
〃
か
つ
ぐ
人
”

そ
れ
と
も
〃
か
つ
が
れ
る
人
”
？

　
市
教
育
委
員
会
は
．
．
．
月
五
日
午
前

レ
専
か
ら
、
小
学
生
．
．
人
、
中
学
生

．
．
．
人
を
乱
卜
κ
年
度
の
善
行
児
竜
、

生
徒
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰

さ
れ
た
の
は
鈴
木
幸
枝
さ
ん
（
富
高

小
）
、
奈
須
政
司
君
（
日
知
屋
小
）
、

富
山
匡
r
さ
ん
（
富
島
中
）
、
八
田

幸
絵
さ
ん
（
岩
脇
中
）
、
波
岡
恭
司

君
（
日
向
中
）
。
い
ず
れ
も
不
遇
な

家
庭
環
境
に
め
げ
ず
、
新
聞
配
達
を

し
た
り
、
父
r
家
庭
で
家
事
い
っ
さ

い
を
し
た
り
　
　
困
難
に
負
け
ず
、

が
ん
ば
り
と
お
し
て
い
る
r
ど
も
た

ち
ば
か
り
で
す
。

購寒露麹駄域ピ

　　．∵ダ艶

　
日
向
青
年
会
議
所
（
夏
炸
免
輔
理

事
長
、
会
員
死
卜
人
）
は
一
．
月
．
．
卜

．
．
日
、
櫛
の
山
に
あ
る
〃
冒
険
の
森
”

で
親
r
ラ
リ
ー
大
会
を
開
催
。
約
百

況
レ
組
が
つ
り
橋
や
滑
車
、
急
坂
の

あ
る
ト
八
ポ
イ
ン
ト
に
挑
み
、
息
を

は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
親
・
r
そ
ろ
っ
て

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日

は
午
前
卜
時
に
第
．
組
が
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
．
分
お
き
に
続
き
、
．
・
一

卜
分
間
の
ラ
リ
ー
タ
イ
ム
を
競
い
ま

し
た
。



6広報こノ勉う”肥

おしらせ

㈱識
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騒おしらせ＿
着
し
た
問
題
に
つ
い
て
学
習
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

　
あ
な
た
も
こ
の
学
級
に
人
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
し
込
み
と
お
た
す
ね
は
、
国

教
ム
ー
－
委
員
会
村
会
教
育
課
「
8
内
線

四
　
四
ノ
へ
と
う
そ
、

分
譲
住
宅

◎市役所の代表電話番号は②2111です。★広報に載った“写真，をさしあげます。係までご連絡を。

さ
ざ
な
み
学
級
生

　
日
向
巾
さ
さ
な
み
ソ
減
て
は
、
い

ま
、
た
く
さ
ん
の
仲
問
を
求
め
て
い

圭
L
9
。

　
同
学
級
は
こ
れ
ま
で
に
合
成
洗
剤

と
粉
せ
っ
け
ん
、
食
品
添
加
物
な
と

に
つ
い
て
自
・
i
的
に
学
習
し
て
き
ま

し
た
か
、
こ
ん
二
も
日
常
補
活
に
鴇

　
’
呂
崎
県
臼
田
供
給
公
判
は
、
つ
き

の
よ
つ
な
昭
和
封
i
－
ハ
η
度
分
譲
れ

し
募
集
」
町
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
▽
募
集
時
期
－
昭
和
h
－
ー
ハ
a
ー
ハ

月
中
旬
こ
ろ

　
〉
募
集
戸
数
一
山
卜
第
団
地

一
1
1
、
人
－
谷
第
四
川
地
ハ
ー
－

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
｛
昌
崎
県
臼
宅
供
給
公
劉
業
務
係

　
容
O
瓦
八
1
1
1
　
四
－
六
六
〇

へ
お
た
ハ
9
ね
く
た
さ
い

も
く
せ
い
園
児

巾
は
心
身
・
跡
－
口
受
通
園
け
施
設
－
も

く
せ
い
園
　
の
園
児
を
募
集
し
て
い

芸
ト
9
、

　
－
も
く
せ
い
園
　
は
、
心
身
に
刻
目

∴
の
あ
る
．
一
と
も
か
保
護
名
同
什
て

通
園
し
、
集
団
1
1
活
お
よ
ひ
基
礎
的

4
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

指
し
て
保
護
名
の
か
た
と
職
員
の
協

乃
の
も
と
て
保
育
を
豹
い
ま
オ
，

　
申
し
△
み
は
巾
活
用
豊
務
．
軌
へ
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
相
訣
、
あ
た
す
ね
も

福
紐
聾
務
肋
ま
た
は
一
も
く
せ
い
園

1
1
鯉
①
　
瓦
　
瓦
【
へ
と
う
そ

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
’
昌
崎
県
身
体
障
∴
者
総
へ
口
隔
紺

セ
ー
タ
ー
　
．
呂
崎
巾
、
は
、
嗜
和
1
1

1
六
’
舛
度
の
人
肋
名
を
募
集
し
て
い

奏
う
　
こ
の
施
設
て
は
、
身
体
に
障
－
口
の

あ
る
か
た
の
機
能
回
復
訓
練
お
よ
ひ

職
能
訓
練
を
．
臼
っ
て
い
ま
ケ
、
人
上

申
し
込
み
と
二
相
談
は
、
浄
福
紐
賢

務
．
肋
へ
と
う
そ
，

利
率
を
据
置
き

　
m
升
一
．
月
　
日
か
ら
、
定
期
預

金
、
｛
止
期
輩
出
附
則
瓜
レ
な
と
の
・
↑
利
か

引
き
ト
け
ら
れ
ま
し
た
か
、
福
柑
丁

当
、
児
頓
扶
養
目
当
、
特
別
児
帝
扶

養
丁
当
を
咳
け
て
い
る
か
た
て
、
こ

と
し
の
i
　
月
　
一
H
ま
て
に
預
金

さ
れ
る
碩
け
人
れ
期
間
か
　
窺
の
定

期
預
金
、
ま
た
は
’
生
期
郵
便
則
八
レ
に

つ
い
て
は
、
　
人
自
乃
円
を
限
度
と

し
ζ
そ
の
利
率
、
η
し
・
し
ハ
糎
巳

か
一
え
だ
旧
か
れ
ま
」
9
。

　
▽
対
象
名
1
1
福
M
T
当
、
児
・
甲
扶

養
f
当
、
特
別
児
”
七
三
喪
f
当
を
受

け
て
い
る
か
た

　
▽
取
り
扱
い
期
間
1
1
一
　
月
　
一

日
ま
て

　
▽
限
度
額
一
白
乃
円

　
▽
対
象
醸
賜
令
一
頂
け
移
れ
明
認

　
臼
の
’
止
…
期
頂
・
↑
、
’
止
翌
月
賜
↑
、
’
止

期
郵
便
則
金

　
▽
必
要
階
類
一
預
け
人
れ
の
際
、

鈍
甲
丁
当
を
受
け
て
い
る
八
は
隔
田

f
当
受
給
名
計
明
階
「
、
福
制
事
務
．
軌

に
あ
り
美
弓
　
、
児
甲
扶
養
丁
当
や

特
別
児
，
甲
主
食
r
当
を
受
け
て
い
る

八
は
副
μ
目
を
令
触
機
関
の
窓
口
に
出

し
て
く
た
さ
い

　
く
わ
し
い
こ
レ
・
に
つ
い
て
は
　
衛

州
狂
務
．
萌
　
容
内
線
ハ
八
L
、
1
1
六

－
へ
4
　
へ
お
た
ポ
ね
く
た
さ
い
。

電
気
器
具
は

安
全
で
す
か

圏
几
川
屯
気
蛇
目
協
ヘ
ム
は
法
律
に
基

づ
い
て
二
啄
庭
、
一
唐
虞
、
1
川
吻
な
ヒ

編

綴勢鮎
（51）白ばらクイズ

　
【
問
題
】

　
－
巾
町
村
一
の
．
歳
八
ム
の
O
口
只
の
’
疋
数
は

地
乃
自
O
法
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
基
庫
は
人
目
に
女
り
ま
ヶ

か
、
目
向
・
巾
の
現
呑
の
○
数
は
　
一

人
て
ポ
。

　
▽
右
の
○
に
は
と
ん
な
之
3
か
あ

て
は
ま
り
ま
3
か
？
　
答
え
を
は
か

き
に
辞
い
て
、
本
町
i
番
ハ
リ
、
巾

選
挙
管
理
委
員
ヘ
ム
あ
て
四
月
i
日
ま

て
に
お
出
し
く
た
さ
い
，
“
解
者
多

数
の
と
き
は
、
抽
櫨
て
　
八
の
か
ノ

に
記
貝
田
を
さ
し
あ
け
圭
5
1
　
な
お

は
か
き
に
は
臼
所
、
氏
名
、
向
齢
、

屯
活
屯
り
を
は
，
㍉
り
尼
退
し
て
く

た
さ
い
、

　
L
ー
ー
ノ
士
ハ
　
ー
ト
　
　
ー
ズ
　
　

一
鑑

　
’
ノ
ー
　

‘
，
　

7
」
　
　
　
　
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

か
1
1
解
て
、
応
募
h
i
八
通
、
H
解

1
1
ー
ム
適
て
し
た
の
て
、
つ
き
の
か

た
に
記
念
晶
を
さ
し
あ
け
芸
5
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略
一

D
μ
月
く
∴
呵
筏
　
q
光
I
J
　
八
一
托

2
】
1
一
入
ヤ
　
　
一
弓
U
　
　
一

（
　
一
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

一

助
角
屋
光
喪
　
日
知
屋
曽
根

の
月
内
配
線
や
電
気
明
目
へ
か
友
全
て

あ
る
か
と
一
か
、
　
’
弓
に
　
同
調
企

を
し
て
、
そ
の
鈷
果
の
良
台
を
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
て
い
ま
す

　
小
良
の
通
知
か
あ
り
ま
し
た
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4月の休日在宅医　　　　　　　　〔邸

ﾜ季墜零響鰻り　鰻・・
i費③1214）で確認をノ　　　　　鯉働　”

l
i

診　　療　　科　　目 ’内q久＞1；元名 f丑　所 電　　　。舌

整　　形　　外　　科 鮫島医院 原　町 ②8191

5 産　　婦　　人　　科 水田医院 鶴　町 ②3388

内　・　小　児　科 田中医院 ‘1良町 ②2515

耳鼻　・咽喉科 長田医院 原　町 ②0266

産婦・内・外科 渡辺病院 笹野中 ⑦1011
12

内・放・小児科 白イ1病院 門川町 ③1365

内　　　　　　　科 里木医院 吉野月1 ②6055

産　　婦・肛門科 篠原医院 門川町 ③1059

内・放・小児科 山中医院 南　町 ②2266
19

内　・　小　児　科 日向内科医院 原　田1 ②2600

外・撃外・胃腸科 此元医院 北　町 ②5488

内　　　　　　　科 松岡医院 原　町 ②5407

26 皮　膚・泌尿器科 沼田医院 原　町 ②3785

整　　形　　外　　科 ニケ尻医院 鶴　町 ②5557

内　科　・　外　科 浦上医院 曽　根 ②2936
29 耳鼻　・咽喉科 山口医院 上　町 ②2203

内　・　精　神　科 鮫島病院 権現原 ④4043
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